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(57)【要約】
　使い捨てプルオン衣料は、前側腰部区域と、この前側
腰部区域と反対側の後側腰部区域とを有する。使い捨て
プルオン衣料はまた、シャーシと、それぞれ前側および
後側腰部区域においてシャーシに取り付けられた前側お
よび後側腰部材とを有する。前側腰部材は第１収縮力を
有し、後側腰部材は第２収縮力を有する。使い捨てプル
オン衣料はまた、前側腰部区域を後側腰部区域に取り付
けることにより腰開口部および一対の脚開口部を形成す
る、一対の側部部材を有する。一対の側部部材の各々は
、腰部領域とヒップ領域とを包含する。腰部領域は第１
収縮力とほぼ等しい収縮力を有し、ヒップ領域は、第１
収縮力または第２収縮力よりも大きい収縮力を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前側腰部区域（１０６）と、後側腰部区域（１０８）と、前記前側腰部区域および前記
後側腰部区域の間に配置された股部区域（１１０）と、前側腰縁部（５０，２５０）およ
び後側腰縁部（５１，２５１）と、第１長手方向縁部（７５ａ，１０７５ａ）および第２
長手方向縁部（７５ｂ，１０７５ｂ）と、を含み
　トップシートと、前記トップシートの少なくとも一部に取り付けられたバックシートと
、前記トップシートおよび前記バックシートの間に配置された吸収性コアと、を有するシ
ャーシ（１４０）をさらに含み、
　第１収縮力を有する前側腰部材（１５０）が、前記第１長手方向縁部および前記第２長
手方向縁部の間で前記前側腰縁部に隣接して前記シャーシに取り付けられ、
　第２収縮力を有する後側腰部材（１５１）が、前記第１長手方向縁部および前記第２長
手方向縁部の間で前記後側腰縁部に隣接して前記シャーシに取り付けられ、
　腰部領域（１４６Ａ，２４６Ａ，１４８Ａ，２４８Ａ）とヒップ領域１４６Ｂ，２４６
Ｂ，１４８Ｂ，２４８Ｂ）とをそれぞれ有する一対のサイドパネル（１４６，２４６，１
４８，２４８）が、前記前側腰縁部または前記後側腰縁部に前記腰部領域が近接して配置
されるようにして、前記シャーシに取り付けられ、前記腰部領域は前記第１収縮力とほぼ
等しい収縮力を有し、前記ヒップ領域は、第１収縮力または第２収縮力よりも大きい収縮
力を有する
ことを特徴とする、着用者の胴体下部周りで着用するための使い捨て吸収性物品（１００
，２００）。
【請求項２】
　前記第１収縮力は前記第２収縮力と等しい、請求項１に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項３】
　前記第２収縮力は前記第１収縮力よりも大きい、請求項１に記載の使い捨て吸収性物品
。
【請求項４】
　前記第１収縮力および前記第２収縮力は、１１．８ｇｆ／ｃｍから３３．４ｇｆ／ｃｍ
未満の範囲である、請求項１に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項５】
　前記ヒップ領域の前記収縮力は、３３．４ｇｆ／ｃｍ以上である、請求項４に記載の使
い捨て吸収性物品。
【請求項６】
　前記一対のサイドパネルの少なくとも１つが、第１および第２基材の間に挟まれた複数
の弾性要素を含む、請求項１乃至５のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項７】
　前記腰部領域における前記複数の弾性要素は、隣り合う弾性要素間に第１距離を有し、
前記ヒップ領域における前記複数の弾性要素は、隣り合う弾性要素間に第２距離を有し、
前記第１距離は前記第２距離よりも大きい、請求項６に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項８】
　前記一対のサイドパネルの少なくとも１つは、脚部領域（２４６Ｃ，２４８Ｃ）をさら
に含み、前記ヒップ領域は、前記腰部領域および前記脚部領域の間に設けられている、請
求項１乃至７のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項９】
　前記脚部領域は、１１．８ｇｆ／ｃｍから３３．４ｇｆ／ｃｍ未満の範囲の脚部収縮力
を有する、請求項８に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項１０】
　前記一対のサイドパネルは、一方が前記前側腰部区域において前記第１長手方向縁部か
ら延びるとともに他方が前記前側腰部区域において前記第２長手方向縁部から延びる一対
の前側サイドパネルであり、前記一対の前側サイドパネルの各々は第１腰部領域と第１ヒ
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ップ領域とを含み、
　使い捨て吸収性物品は、一方が前記後側腰部区域において前記第１長手方向縁部から延
びるとともに他方が前記後側腰部区域において前記第２長手方向縁部から延びる一対の後
側サイドパネルをさらに含み、前記一対の後側サイドパネルの各々は第２腰部領域と第２
ヒップ領域とを含み、
　前記第１腰部領域は前記第１収縮力と等しい収縮力を有し、前記第２腰部領域は前記第
２収縮力と等しい収縮力を有し、
　前記第１ヒップ領域および前記第２ヒップ領域は、前記第１収縮力および前記第２収縮
力よりも大きい収縮力を有し、
　前記一対の前側サイドパネルは前記一対の後側サイドパネルに取り付けられ、これによ
り腰開口部および一対の脚開口部を形成する、請求項１に記載の使い捨て吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、改善された着用者の快適性、強化された漏れ防護性、および持続するフィッ
ト性を提供する使い捨て吸収性物品に関する。そのような使い捨て吸収性物品の例として
は、使い捨て成人失禁用ブリーフ、下着、プルオンおむつ、パンツ、テープ式おむつ、お
よび月経用使い捨てパンティーが挙げられる。
【背景技術】
【０００２】
　従来のテープ式おむつ、プルオンおむつ、トレーニングパンツ、生理用ナプキン、パン
ティライナー、失禁用ブリーフなどの吸収性物品は、尿および／または他の排泄物を受け
入れ、封じ込める効果を提供することが、以前から知られている。歩行でき、排泄しつけ
に関与している場合のある子供のために、プルオンおむつが非常に普及してきた。
【０００３】
　プルオンおむつは、一般に排出物を効果的に封じ込めるように設計されており、自分で
付け易いように設計され得る。プルオンおむつは、一般に前側腰部区域と、後側腰部区域
と、前側腰部区域と後側腰部区域の間の股部区域とを包含する。典型的には、前側腰部区
域および後側腰部区域は、腰開口部および一対の脚開口部を形成するために、一対のサイ
ドパネルを介して取り付けられ得る。プルオンおむつは、物品を着用者上に装着させる前
に、着用者または介護人が前側および後側の腰部区域を付着させる必要がないように、予
め接合された形体で製造され得る。
【０００４】
　典型的には、プルオンおむつはまた、着用者が動く間にプルオンおむつの持続するフィ
ット性を提供するように設計される。例えば、プルオンおむつが着用者の腰周りで弛んだ
りずり落ちたりするのを防ぐために、プルオンおむつは、腰開口部および脚開口部におい
て弾性要素を用いてもよい。腰開口部における弾性要素は、着用者の腰周りで腰開口部を
収縮させることができる一方、脚開口部における弾性要素は、着用者の脚周りでプルオン
おむつを収縮させることができる。しかし、多くのプルオンおむつの着用者に関して、着
用者の腰は、必ずしもプルオンおむつで覆われている着用者の胴体の最も狭い部分ではな
い場合がある。着用者の腰の真下にあるヒップ区域は、しばしば、着用者の腰の周囲より
もより小さい周囲を有する。プルオンおむつの腰開口部を着用者の腰に維持しようとする
試みの際、殆どのプルオンおむつは、比較的高い収縮力を着用者の腰に対して付与する、
腰開口部における弾性要素を用いている。しかし、実際にプルオンおむつの腰開口部がヒ
ップ区域までずり落ちると、ヒップ区域の周囲がさらに小さいことにより、腰開口部にお
ける弾性要素によって印加される収縮力が低下し、その結果、プルオンおむつは着用者上
でさらに弛んだりずり落ちたりしやすくなる可能性がある。
【０００５】
　残念なことに、腰開口部における弾性要素の比較的高い収縮力は、着用者の皮膚に跡を
つける傾向にある場合がある。加えて、この問題は、弾性要素が着用者の腰に対する局部
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力を増大させ得る薄い弾性部材を用いているならば、悪化する場合がある。
【０００６】
　別の問題として、腰開口部における弾性要素の高い収縮力により、介護人または着用者
にとって、プルオンおむつの適用が困難になり得ることがある。加えて、再締結可能なプ
ルオンおむつに関して、比較的高い収縮力を有する腰開口部における弾性要素は、プルオ
ンおむつが着用者にとって小さすぎるという誤った認識を介護人に与える場合がある。
【０００７】
　その他のプルオンおむつは、プルオンおむつが着用者の腰周りで弛んだりずり落ちたり
するのを防ぐために、弾性ストランドを、プルオンおむつの前側腰部区域、後側腰部区域
、および股部区域の一部にわたって配置している場合がある。しかし、これらの追加の弾
性ストランドは、プルオンおむつの前側および後側腰部区域を収縮させる場合があるもの
の、これらは、プルオンおむつの股部区域の一部を収縮させる可能性もある。股部区域の
一部分の収縮により、吸収性コアは、股部区域において皺が寄り、束になる場合がある。
残念なことに、吸収性コアのこの皺および束は、プルオンおむつからの漏れのより高いリ
スクをもたらす可能性がある。その上、吸収性コアのこの皺は、プルオンおむつの審美的
魅力と快適性に悪影響を及ぼす可能性もある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、プルオン肌着を着用者上に装着し易くする一方で、持続するフィット性を尚も
提供する使い捨てプルオン衣料の必要性がある。また、使い捨てプルオン衣料からの漏れ
の可能性を低減させる一方で、持続するフィット性を提供する使い捨てプルオン衣料の必
要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明により構成された使い捨て吸収性物品は、着用者上への物品のより容易な装着を
可能にし、持続するフィット性およびより大きな快適性を着用者に提供することができる
。着用者の胴体下部周りに着用するための使い捨て吸収性物品は、前側腰部区域と、後側
腰部区域と、前側腰部区域および後側腰部区域の間に配置された股部区域と、前側腰縁部
および後側腰縁部と、第１長手方向縁部および第２長手方向縁部とを含む。トップシート
、トップシートの少なくとも一部に取り付けられたバックシート、またトップシートおよ
びバックシートの間に配置された吸収性コアが包含されたシャーシをさらに含む。
【００１０】
　使い捨て吸収性物品は、第１長手方向縁部と第２長手方向縁部の間で前側腰縁部に隣接
してシャーシに取り付けられた、第１収縮力を有する前側腰部材をさらに含む。第２収縮
力を有する後側腰部材が、第１長手方向縁部と第２長手方向縁部の間で後側腰縁部に隣接
してシャーシに取り付けられる。
【００１１】
　使い捨て吸収性物品は、一対のサイドパネルをさらに含む。一対のサイドパネルの各々
は、腰部領域とヒップ領域とを有し、腰部領域は第１収縮力とほぼ等しい収縮力を有し、
またヒップ領域は、第１収縮力または第２収縮力よりも大きい収縮力を有する。一対のサ
イドパネルの各々は、前側腰縁部または後側腰縁部に腰部領域が近接して配置されるよう
にして、シャーシに取り付けられる。
【００１２】
　一実施形態では、使い捨て吸収性物品は、パンツであってもよい。この実施形態では、
パンツは、前側腰部区域において一方が第１長手方向縁部から延びるとともに他方が第２
長手方向縁部から延びる、一対の前側サイドパネルを含んでもよく、第１の一対のサイド
パネルは、それぞれ第１腰部領域と第１ヒップ領域とを含む。後側腰部区域において一方
が第１長手方向縁部から延びるとともに他方が第２長手方向縁部から延びる、一対の後側
サイドパネルも包含され、一対の後側サイドパネルの各々は、第２腰部領域と第２ヒップ
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領域とを含む。一対の前側サイドパネルは、一対の後側サイドパネルに取り付けられ、そ
れにより腰開口部および一対の脚開口部を形成する。
【００１３】
　この実施形態では、第１腰部領域は第１収縮力とほぼ等しい収縮力を有し得、また第２
腰部領域は第２収縮力とほぼ等しい収縮力を有し得る。第１ヒップ領域および第２ヒップ
領域は、第１および第２収縮力よりも大きい収縮力を有し得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　定義：
　本明細書で使用するとき、次の用語は、次に示す意味を有する。
【００１５】
　用語「吸収性物品」は、本明細書で使用するとき、排泄物を吸収して封じ込める装置を
指し、より具体的には、着用者の身体に当ててまたは近接して配置され、身体から排出さ
れる様々な排出物を吸収して封じ込める装置を指す。
【００１６】
　用語「取り付けられた」は、要素を互いに且つその構成材料に締着する、固定する、ま
たは接合するのに適したいずれかの方法による、締着、接着、結合などによって、要素が
接続または合体されることを指す。接着剤結合、圧力接着、熱接着、機械的締着など、要
素を互いに取り付けるための多くの好適な方法が周知である。そのような取付け方法を使
用して、要素を、特定の領域全体にわたって連続的にまたは断続的に互いに取り付けても
よい。
【００１７】
　用語「おむつ」は、本明細書で使用するとき、一般に幼児および失禁症者により着用者
の腰および脚を囲むように胴体下部周りに着用される、並びに尿および糞便排泄物を受け
入れて封じ込めるように特に適合された、吸収性物品を指す。用語「おむつ」は、本明細
書で使用するとき、以下で定義される「パンツ」も包含する。
【００１８】
　用語「使い捨て」は、本明細書において、洗濯する、ないしは別の方法で吸収性物品と
して復元するか再利用することを一般に意図されない（即ち、単一回の使用の後で廃棄す
る、好ましくはリサイクルする、堆肥化する、ないしは環境に適合する方法で廃棄するこ
とを意図される）吸収性物品を説明するために使用される。
【００１９】
　「弾性的延伸性」は、本明細書で使用するとき、延伸性材料を延ばす力を除去した後、
凡そその元の寸法に戻る能力を有する延伸性材料の特質を指す。本明細書において、「延
伸性がある」と記載されるあらゆる材料または要素は、別途規定がない限り、「弾性的延
伸性」であってもよい。
【００２０】
　用語「長手方向」は、物品の一方の腰縁部から物品の対向する腰縁部まで伸び、且つ、
物品の最長直線寸法に一致する線に対して概ね平行な方向を指す。長手方向の±４５°以
内の方向は、「長手方向」であると見なされる。
【００２１】
　用語「横方向」は、物品の一方の側縁部から物品の対向する側縁部まで伸び、且つ、長
手方向に対して概ね直角であって長手方向と同一平面内にある方向を指す。横方向の±４
５°以内の方向は、「横方向」であると見なされる。
【００２２】
　用語「パンツ」、「トレーニングパンツ」、「閉じたおむつ」、「予め締結されたおむ
つ」、および「プルオンおむつ」は、本明細書で使用するとき、幼児または成人着用者用
に設計された腰開口部および脚開口部を有する使い捨て衣類を指す。パンツは、パンツが
着用者上に装着される前に閉じた腰および脚開口部を有するように構成され得るか、ある
いは、パンツは、着用者上にある間に腰が閉じられ、脚開口部が形成されるように構成さ



(6) JP 2008-543525 A 2008.12.4

10

20

30

40

50

れ得る。パンツは、いずれかの好適な技法により予形成されてもよく、再締結可能および
／または再締結不可能な結合（例えば、縫い目、溶着、接着剤、粘着性結合、締結具など
）を用いて物品の一部を互いに接合することが挙げられるが、これらに限定されない。パ
ンツは、物品の周囲に沿ういずれかの箇所で、（例えば、側面締着されて、前腰部締着さ
れて、後腰部締着されて）予形成されてもよい。好適なパンツの例は、米国特許第５，２
４６，４３３号、米国特許第５，５６９，２３４号、米国特許第６，１２０，４８７号、
米国特許第６，１２０，４８９号、米国特許第４，９４０，４６４号、米国特許第５，０
９２，８６１号、米国特許第５，８９７，５４５号、米国特許第５，９５７，９０８号、
および米国特許公開第２００３／０２３３０８２　Ａ１号に開示されている。
【００２３】
　用語「収縮力」は、本明細書で使用するとき、２周期ヒステリシス試験により得られる
測定値を指し、これは、本明細書において第２下降周期での５０％のひずみで説明される
。
【００２４】
　説明：
　本発明により構成された使い捨て吸収性物品は、吸収性物品を着用者上に装着し易くす
る一方、持続するフィット性を提供することができる。その上、本発明により構成された
使い捨て吸収性物品は、使い捨て吸収性物品からの漏れの可能性を増大させることなく、
持続するフィット性を維持する。
【００２５】
　図１Ａに示すように、本発明により構成されたプルオンおむつ１００は、シャーシ１４
０と、前側サイドパネル１４６と、後側サイドパネル１４８とを含んでもよい。前側サイ
ドパネル１４６および後側サイドパネル１４８は、弾性的延伸性であり得ることに留意さ
れたい。図に示されるように、プルオンおむつ１００は、予め締結された形体であり、腰
開口部１３６と一対の脚開口部１３４とをさらに含む。
【００２６】
　シャーシ１４０は、弾性脚部機構１５２と、前側腰部材１５０と、後側腰部材１５１と
を含んでもよい。弾性脚部機構１５２は、脚開口部１３４を着用者の脚周りで拡大および
収縮させ、それによりプルオンおむつ１００を多様な大きさの脚を有する様々な着用者に
フィットさせることができる。前側腰部材１５０および後側腰部材１５１は、腰開口部１
３６を着用者の腰周りで拡大および収縮させ、それによりプルオンおむつ１００を多様な
腰の大きさを有する様々な着用者にフィットさせることができる。
【００２７】
　前側サイドパネル１４６は、第１腰部領域１４６Ａを含んでもよく、後側サイドパネル
１４８は、第２腰部領域１４８Ａを含んでもよい。また、前側サイドパネル１４６は、第
１ヒップ領域１４６Ｂをさらに含んでもよく、後側サイドパネル１４８は、第２ヒップ領
域１４８Ｂをさらに含んでもよい。第１腰部領域１４６Ａは前側腰部材１５０の収縮力と
ほぼ等しい収縮力を有し得る。同様に、第２腰部領域１４８Ａは後側腰部材１５１とほぼ
等しい収縮力を有し得る。その結果、図に示されるように、予め締結された形体において
、前側腰部材１５０および後側腰部材１５１は、第１および第２腰部領域１４６Ａおよび
１４８Ａと共に着用者の腰の周囲を包囲する腰バンドを効果的に作り出し、それによりさ
らに快適でより良いフィット性を有するプルオンおむつ１００を提供することができる。
その上、第１および第２ヒップ領域１４６Ｂおよび１４８Ｂは、前側腰部材１５０、後側
腰部材１５１、並びに第１および第２腰部領域１４６Ａおよび１４８Ａのものよりもより
高い収縮力を有し得る。
【００２８】
　前側腰部材１５０、後側腰部材１５１、並びに第１および第２腰部領域１４６Ａおよび
１４８Ａにおけるより低い収縮力の利益は、より高い収縮力を有する腰開口部における弾
性要素とは対照的に、プルオンおむつ１００の腰開口部１３６をより少ない力で拡大でき
ることである。その結果、プルオンおむつ１００の前側腰部材１５０、後側腰部材１５１
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、並びに第１および第２腰部領域１４６Ａおよび１４８Ａにおけるより低い収縮力により
、プルオンおむつ１００を着用者上に装着し易くすることができる。加えて、第１および
第２ヒップ領域１４６Ｂおよび１４８Ｂにおけるより高い収縮力は、着用者上にある間に
プルオンおむつの持続するフィット性を提供することができ、また、確実にプルオンおむ
つ１００が着用者上でずり落ちたり弛んだりしないようにすることができる。
【００２９】
　図１Ｂは、平らな非収縮状態のプルオンおむつ１００の平面図であり、構造の一部分が
切り欠かれてプルオンおむつ１００の構造をより明瞭に示している。図に示されるように
、プルオンおむつ１００の着用者に面する部分が見る人の方に向いている。前述のように
、プルオンおむつ１００は、シャーシ１４０と、前側腰部区域１０６と、後側腰部区域１
０８と、前側腰部区域１０６と後側腰部区域１０８の間に配置された股部区域１１０とを
含んでもよい。シャーシ１４０は、トップシート１７０と、バックシート１７４と、吸収
性コア１７８とをさらに含んでもよい。吸収性コア１７８は、トップシート１７０とバッ
クシート１７４の少なくとも一部の間に配置され得る。
【００３０】
　シャーシ１４０の周囲は、長手方向縁部７５ａおよび７５ｂと、前側腰縁部５０と、後
側腰縁部５１とによって画定され得る。長手方向縁部７５ａおよび７５ｂは、プルオンお
むつ１００の長手方向中心線９０に対して概ね平行に伸びる。前側腰縁部５０および後側
腰縁部５１は、プルオンおむつ１００の横方向中心線６０に対して概ね平行に伸びる。
【００３１】
　図に示されるように、弾性脚部機構１５２は、長手方向縁部７５ａおよび７５ｂに隣り
合って配置され得る。また、前側腰部材１５０は、前側腰部区域１０６において前側腰縁
部５０に隣接して配置され得る一方、後側腰部材１５１は、後側腰部区域１０８において
後側腰縁部５１に隣接して配置され得る。前側腰部材１５０および後側腰部材１５１は、
それぞれ前側腰部区域１０６および後側腰部区域１０８において一方の長手方向縁部７５
ａから他方の長手方向縁部７５ｂに延びるなど、いかなる長さであることも可能である。
【００３２】
　前側サイドパネル１４６は、前側腰部区域１０６においてシャーシ１４０の長手方向縁
部７５ａおよび７５ｂから外側寄りに延び得る。後側サイドパネル１４８は、後側腰部区
域１０８においてシャーシ１４０の長手方向縁部７５ａおよび７５ｂから外側寄りに延び
得る。プルオンおむつ１００の腰開口部および脚開口部を形成するために、前側サイドパ
ネル１４６は、前側取付け要素１３および後側取付け要素１２を介して後側サイドパネル
１４８に付着することができる。第１および第２腰部領域１４６Ａおよび１４８Ａがそれ
ぞれ前側腰縁部５０および後側腰縁部５１に近接して配置されるようにして、前側サイド
パネル１４６および後側サイドパネル１４８がシャーシ１４０に取り付けられ得る。
【００３３】
　前側サイドパネル１４６の少なくとも１つは、前側取付け要素１３を後側取付け要素１
２に取付け易くすることのあるタブ１５を含んでもよい。また、タブ１５は、前側取付け
要素１３を後側取付け要素１２から締着解除し易くしてもよい。同様に、後側サイドパネ
ル１４８もまた、前側サイドパネル１４６のタブ１５に代わるものとして、または、前側
サイドパネル１４６のタブ１５と併せてタブを含んでもよい。
【００３４】
　前述のように、第１および第２腰部領域１４６Ａおよび１４８Ａ、第１および第２ヒッ
プ領域１４６Ｂおよび１４８Ｂ、前側腰部材１５０、並びに後側腰部材１５１の各々は、
収縮力を有する。また、前述のように、一実施形態では、第１腰部領域１４６Ａは前側腰
部材１５０の収縮力とほぼ等しい収縮力を有し得る一方、第２腰部領域１４８Ａは後側腰
部材１５１の収縮力とほぼ等しい収縮力を有し得る。一実施形態では、前側腰部材１５０
の収縮力は、後側腰部材１５１のものよりも小さい。また、この実施形態では、第１およ
び第２ヒップ領域１４６Ｂおよび１４８Ｂは、後側腰部材１５１よりもより高い収縮力を
有してもよい。あるいは、第１腰部材１５０の収縮力は後側腰部材１５１の収縮力とほぼ
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等しくあり得る。
【００３５】
　前側腰部材１５０および第１腰部領域１４６Ａは、約１０ｍｍから約５０ｍｍの範囲の
第１長さ１９６を有し得る。後側腰部材１５１および第２腰部領域１４８Ａは、第１長さ
１９６の範囲内である第２長さ１９８を有し得る。着用者の皮膚に跡をつける可能性を低
減するために、第１および第２腰部領域１４６Ａおよび１４８Ａ、並びに前側および後側
腰部材１５０および１５１の各々は、着用者の腰に加わる局部力を最小限にする第１およ
び第２長さ１９６および１９８のものと等しい長さを有し得る。別の実施形態では、第２
長さ１９８は、第１長さ１９６よりも短いかまたはほぼ第１長さ１９６と等しい。さらに
別の実施形態では、第２長さ１９８は、第１長さ１９６よりも長いかまたはほぼ第１長さ
１９６と等しい。
【００３６】
　図に示されるように、前側腰部材１５０および後側腰部材１５１は、それらが吸収性コ
ア１７８の末端部９７５と重なり合わないように、シャーシ１４０上に位置決めされ得る
。前側腰部材１５０および後側腰部材１５１は、それらが吸収性コア１７８の末端部９７
５と重なり合わないように位置決めされ得るので、前側腰部材１５０および後側腰部材１
５１は、吸収性コア１７８に皺を寄せることがない。
【００３７】
　一実施形態では、第１および第２腰部領域１４６Ａおよび１４８Ａ、前側腰部材１５０
、並びに後側腰部材１５１は、約１１．８ｇｆ／ｃｍ（３０ｇｆ／ｉｎ）から約２７．５
ｇｆ／ｃｍ（７０ｇｆ／ｉｎ）の範囲の収縮力を有し得る。さらに別の実施形態では、第
１および第２腰部領域１４６Ａおよび１４８Ａ、前側腰部材１５０、並びに後側腰部材１
５１は、約１１．８ｇｆ／ｃｍ（３０ｇｆ／ｉｎ）から約３３．４ｇｆ／ｃｍ（８５ｇｆ
／ｉｎ）未満の範囲の収縮力を有し得る。別の実施形態では、第１および第２腰部領域１
４６Ａおよび１４８Ａ、前側腰部材１５０、並びに後側腰部材１５１は、約２７．５ｇｆ
／ｃｍ以下の収縮力を有し得る。さらに別の実施形態では、第１および第２ヒップ領域１
４６Ｂおよび１４８Ｂは、約３３．４ｇｆ／ｃｍ（８５ｇｆ／ｉｎ）以上の収縮力を有し
得る。
【００３８】
　図２Ａは、後側腰部区域（品目１０８、図１Ｂ参照）における切断線２Ａ－２Ａを通る
プルオンおむつ１００を示す誇張された断面図である。図に示されるように、後側腰部材
１５１は、長手方向縁部７５ａと７５ｂの間でトップシート１７０上に配置され得る。あ
るいは、後側腰部材１５１は、後側腰部材１５１の末端部１５７が後側サイドパネル１４
８のいずれの部分とも重なり合わないように、位置決めされ得る。後側サイドパネル１４
８は、トップシート１７０とバックシート１７４の間に配置され得、また、トップシート
１７０に、バックシート１７４に、または両方に取り付けられ得る。後側サイドパネル１
４８は、長手方向縁部７５ａおよび７５ｂの外側寄りに延び得、また、バックシート１７
４またはトップシート１７０に取り付けられた長手方向縁部７５ａおよび７５ｂの内側寄
りの部分を有し得る。後側取付け要素１２は、後側サイドパネル１４８の下面２１３上に
配置され得ることに留意されたい。
【００３９】
　図２Ｂは、本発明により構成されたプルオンおむつ１００ｂを示す誇張された断面図で
ある。図２Ａに示した断面図と同様に、後側腰部材１５１は、トップシート１７０ｂの一
部上に配置され得る。図に示されるように、後側腰部材１５１は、後側腰部材１５１の末
端部１５７が後側サイドパネル１４８のいずれかの部分と重なり合わないように、位置決
めされ得る。また、後側サイドパネル１４８は、トップシート１７０ｂとバックシート１
７４ｂの間に配置され得る。しかし、トップシート１７０ｂおよびバックシート１７４ｂ
は、後側サイドパネル１４８の外縁２０２まで延び得、また、後側サイドパネル１４８と
概ね同一の広がりを持ち得る。後側取付け要素１２は、バックシート１７４ｂの下面２１
７上に配置され得ることに留意されたい。
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【００４０】
　図２Ｃは、本発明により構成されたプルオンおむつ１００ｃを示す誇張された断面図で
ある。図に示されるように、後側腰部材１５１は、トップシート１７０ｃの一部を覆って
配置され得る。後側腰部材１５１はまた、バリアレグカフ１９２および１９３の部分を覆
って配置され得る。図に示されるように、後側腰部材１５１は、後側腰部材１５１の末端
部１５７が後側サイドパネル１４８のいずれかの部分と重なり合わないように、位置決め
され得る。図２Ａに示した断面図と同様に、後側サイドパネル１４８は、バックシート１
７４ｃおよびトップシート１７０ｃに取り付けられ得る。しかし、後側サイドパネル１４
８はまた、バリアレグカフ１９２および１９３に取り付けられ得る。後側取付け要素１２
は、バックシート１７４ｃの下面２１９上に配置され得ることに留意されたい。
【００４１】
　図２Ｄは、本発明により構成されたプルオンおむつ１００ｄを示す誇張された断面図で
ある。プルオンおむつ１００ｄは、一対の長手方向縁部２７５ａおよび２７５ｂに沿って
トップシート１７０ｄに取り付けられるとともに第１バックシート層２４１に取り付けら
れた、少なくとも２つのバリアレグカフ２５２および２５４を含んでもよい。（レッグカ
フは、レッグバンド、サイドフラップ、レッグカフ、バリアカフ、弾性カフ、またはガス
ケッティングカフであり得、また場合によってそのように称される。）
　バリアレッグカフ２５２は、遠位端２６０と近位端２６５とを含む一方、バリアレッグ
カフ２５４は、遠位端２６７と近位端２６６とを含む。バリアレッグカフ２５２の近位端
２６５は、重なり合った仕方でサイドパネル１４８ａおよび第１バックシート層２４１に
取り付けられ得る。同様に、バリアレッグカフ２５４の近位端２６６は、重なり合った仕
方でサイドパネル１４８ｂおよび第１バックシート層２４１に取り付けられ得る。バリア
レッグカフ２５２の遠位端２６０は、トップシート１７０ｄおよび第２バックシート層２
４２に取り付けられ得る。同様に、バリアレッグカフ２５４の遠位端２６７は、トップシ
ート１７０ｄおよび第２バックシート層２４２に取り付けられ得る。
【００４２】
　図に示されるように、バリアレグカフ２５２および２５４は、第１間隙２８０および第
２間隙２８２が生み出されるように、それらのサイドパネル１４８ａおよび１４８ｂそれ
ぞれへの、並びに第２バックシート層２４２への取付けの中間で、第１バックシート層２
４１に取り付けられ得る。第１間隙２８０は、サイドパネル１４８ａの長さにわたって長
手方向に延び得る。同様に、第２間隙２８２は、サイドパネル１４８ｂの長さにわたって
長手方向に延び得る。第１間隙２８０は、サイドパネル１４８ａと第２バックシート層２
４２の間に配置されたプルオンおむつ１００ｄの非弾性区域の幅を画定し得、また、第２
間隙２８２は、サイドパネル１４８ｂと第２バックシート層２４２の間に配置されたプル
オンおむつ１００ｄの非弾性区域の幅を画定し得る。
【００４３】
　第１および第２間隙２８０および２８２の両方は、横方向２９９においてゼロ以外のい
かなる好適な幅であってもよい。例えば、一実施形態では、第１および第２間隙２８０お
よび２８２の両方が、幅約０．５ｍｍから約２６ｍｍの範囲であってもよい。別の実施形
態では、第１および第２間隙２８０および２８２は、幅約０．５ｍｍから約２０ｍｍの範
囲であってもよい。さらに別の実施形態では、第１および第２間隙２８０および２８２は
、幅約１ｍｍから約１５ｍｍの範囲であってもよい。
【００４４】
　プルオンおむつ１００ｄは、バリアレッグカフ２５２の遠位端２６０およびバリアレッ
グカフ２５４の遠位端２６７上に配置されることのある、後側腰部材１５１をさらに含ん
でもよい。後側腰部材１５１は、後側腰部材１５１が第１間隙２８０および第２間隙２８
２の一部と重なり合うように、長手方向縁部２７５ａおよび２７５ｂの両方を越えてもよ
い。加えて、後側腰部材１５１は、サイドパネル１４８ａの一部分およびサイドパネル１
４８ｂの一部と重なり合ってもよい。別の実施形態では、後側腰部材１５１は、サイドパ
ネル１４８ａまたはサイドパネル１４８ｂの一部と重なり合わない。さらに別の実施形態
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では、後側腰部材１５１は、第１間隙２８０または第２間隙２８２のいずれの部分とも重
なり合わない。
【００４５】
　図２Ｃおよび２Ｄのバリアレグカフは、液体および他の排泄物の封入性を改善すること
ができる。加えて、これらのバリアレグカフは、脚部区域で排泄物の漏れを低減させるた
めの、複数の異なる実施形態を包含してもよい。本発明で使用するための好適なバリアレ
グカフの例示が、米国特許第３，８６０，００３号、名称「使い捨ておむつ用の収縮可能
な側部（Contractable Side Portions for Disposable Diaper）」（ブエル（Buell）、
１９７５年１月１４日発行）、米国特許第４，９０９，８０３号、名称「弾性フラップを
有する使い捨て吸収性物品（Disposable Absorbent Article Having Elasticized Flaps
）」（アジズ（Aziz）ら、１９９０年３月２０日発行）、 米国特許第４，６９５，２７
８号、名称「二重カフを有する吸収性物品（Absorbent Article Having Dual Cuffs）」
（ローソン（Lawson）、１９８７年９月２２日発行）、米国特許第４，７９５，４５４号
、名称「漏れ抵抗二重カフを有する吸収性物品（Absorbent Article Having Leakage-Res
istant Dual Cuffs）」（ドラグー（Dragoo）、１９８９年１月３日発行）、および米国
特許第４，７０４，１１５号、名称「使い捨て腰封入衣類（Disposable Waist Containme
nt Garment）」（ブエル（Buell）、１９８７年１１月３日発行）に見出されてもよい。
【００４６】
　図２Ｃおよび２Ｄのバリアレグカフは、上記のように、当該技術分野において既知のい
ずれかの好適な取り付け手段または取り付け手段の組み合わせにより、プルオンおむつに
取り付けられてもよいことに留意されたい。好適な取り付け手段の幾つかの例としては、
接着剤接着、熱接着、圧力接着、超音波接着、および動的機械的結合が挙げられるが、こ
れらに限定されない。
【００４７】
　上記のように、前側腰部材および後側腰部材は、図２Ａから２Ｄに示したものと同様の
形体を包含する、多数の異なる形体でプルオンおむつに配置されてもよい。前側腰部材お
よび後側腰部材の両方のための他の好適な形体は、米国特許第４，５１５，５９５号、米
国特許第４，７１０，１８９号、米国特許第５，１５１，０９２号、および米国特許第５
，２２１，２７４号に記載されている。
【００４８】
　本発明により構成されたプルオンおむつは、２を超える弾性領域を包含する前側サイド
パネルおよび後側サイドパネルを含んでもよいことに留意されたい。例えば、上記の前側
サイドパネルおよび後側サイドパネルに脚部領域を追加してもよい。図３に関して、追加
の脚部領域について以下に検討する。
【００４９】
　図３は、平らな非収縮状態のプルオンおむつ２００の平面図であり、構造の部分が切り
欠かれてプルオンおむつ２００の構造をより明瞭に示している。プルオンおむつ２００の
着用者に面する部分が見る人の方に向いている。プルオンおむつ２００もまた本発明によ
り構成される。
【００５０】
　プルオンおむつ２００は、プルオンおむつ１００（図１Ｂ参照）のシャーシ１４０を含
んでもよい。シャーシ１４０の周囲は、長手方向縁部２７５ａおよび２７５ｂ、前側腰縁
部２５０、および後側腰縁部２５１により画定され得る。長手方向縁部２７５ａおよび２
７５ｂは、プルオンおむつ２００の長手方向中心線２９０に対して概ね平行に伸びる。前
側腰縁部２５０および後側腰縁部２５１は、プルオンおむつ２００の横方向中心線２６１
に対して概ね平行に伸びる。
【００５１】
　プルオンおむつ２００は、弾性的延伸性である前側サイドパネル２４６および後側サイ
ドパネル２４８をさらに含んでもよい。図に示されるように、前側サイドパネル２４６お
よび後側サイドパネル２４８は、シャーシ１４０の長手方向縁部２７５ａおよび２７５ｂ
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から外側寄りに延びる。前側サイドパネル２４６の各々は、第１腰部領域２４６Ａと、第
１ヒップ領域２４６Ｂと、第１脚部領域２４６Ｃとを含んでもよく、また後側サイドパネ
ル２４８は、第２腰部領域２４８Ａと、第２ヒップ領域２４８Ｂと、第２脚部領域２４８
Ｃとを含んでもよい。
【００５２】
　第１および第２腰部領域２４６Ａおよび２４８Ａ並びに第１および第２ヒップ領域２４
６Ｂおよび２４８Ｂの収縮力は、図１Ａおよび１Ｂの腰部領域およびヒップ領域に関して
記載された力と同様であり得る。第１および第２脚部領域２４６Ｃおよび２４８Ｃは、第
１および第２ヒップ領域２４６Ｂおよび２４８Ｂの収縮力よりも小さい収縮力を有し得る
。また、第１および第２腰部領域２４６Ａおよび２４８Ａの収縮力は、第１および第２脚
部領域２４６Ｃおよび２４８Ｃにおける収縮力よりも小さいかまたはこれに等しくあり得
る。第１および第２脚部領域２４６Ｃおよび２４８Ｃは、約１１．８ｇｆ／ｃｍ（３０ｇ
ｆ／ｉｎ）から約３３．４ｇｆ／ｃｍ（８５ｇｆ／ｉｎ）未満の範囲の収縮力を有し得る
。別の実施形態では、第１および第２脚部領域２４６Ｃおよび２４８Ｃは、約１７．７ｇ
ｆ／ｃｍ（４５ｇｆ／ｉｎ）から約３１．５ｇｆ／ｃｍ（８０ｇｆ／ｉｎ）の範囲の収縮
力を有し得る。
【００５３】
　プルオンおむつ１００（図１Ｂ参照）と同様、プルオンおむつ２００は、それぞれ前側
サイドパネル２４６および後側サイドパネル２４８に取り付けられ得る、前側取付け要素
１３および後側取付け要素１２をさらに含んでもよい。その上、前側サイドパネル２４６
の１つは、前側取付け要素１３を後側取付け要素１２に取付け易くすることのあるタブ２
１５を含んでもよい。また、プルオンおむつ１００に関して図２Ａから２Ｃに示した断面
図は、プルオンおむつ２００に関して同様に適用できることに留意されたい。
【００５４】
　プルオンおむつ２００における様々な領域の長さを変更してもよい。一実施形態では、
第１腰部領域２４６Ａおよび前側腰部材１５０は、約１０ｍｍから約５０ｍｍの範囲の第
１長さ２９６を有し得る。第２腰部領域２４８Ａおよび後側腰部材１５１は、第１長さ２
９６と同様の第２長さ２９８を有し得る。着用者の皮膚に跡をつける可能性を低減するた
めに、腰部領域２４６Ａおよび２４８Ａは、着用者の腰に加わる局部力を低減させる第１
および第２長さ２９６および２９８を有し得る。別の実施形態では、第２長さ２９８は、
第１長さ２９６よりも短いかまたはほぼ第１長さ２９６と等しい。さらに別の実施形態で
は、第２長さ２９８は、第１長さ２９６よりも長いかまたはほぼ第１長さ２９６と等しい
。さらに別の実施形態では、第１および第２ヒップ領域２４６Ｂおよび２４８Ｂは、約１
０ｍｍから約６０ｍｍの長さを有し得る。また、この実施形態では、第１および第２脚部
領域２４６Ｃおよび２４８Ｃは、約１０ｍｍから約７０ｍｍの長さを有し得る。
【００５５】
　図１Ａ、図１Ｂ、および図３に示した実施形態は、前側サイドパネルおよび後側サイド
パネルを図示しているが、本発明により構成されたプルオンおむつは、前側腰部区域でシ
ャーシから外側寄りに延びる一対の前側サイドパネルを含み得、前側サイドパネルは後側
腰部区域に付着し得ることに留意されたい。別の実施形態では、本発明により構成された
プルオンおむつは、後側腰部区域でシャーシから外側寄りに延びる一対の後側サイドパネ
ルを含んでもよく、ここで後側サイドパネルは前側腰部区域に付着し得る。さらに別の実
施形態では、本発明により構成されたプルオンおむつは、その一方が前側腰部区域でシャ
ーシから外側寄りに延び、且つ、その他方が後側腰部区域でシャーシから外側寄りに延び
る一対のサイドパネルを含んでもよい。その上、本明細書で検討した実施形態は、引っ張
って着用者上に着用されるのとは対照的に、着用者の腰周りで締着される使い捨て吸収性
物品に同様に適用できることに留意されたい。
【００５６】
　先に検討した通り、本発明で使用される前側および後側の両方のサイドパネルは、各々
、異なる収縮力を有する複数の領域を含んでもよい。本発明のサイドパネルは、サイドパ
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ネルが積層化されるように、弾性要素と、この弾性要素に取り付けられた基材とをさらに
含んでもよい。典型的には、いずれのサイドパネルにおけるいずれの弾性要素も、シャー
シの一方の長手方向縁部からシャーシのもう一方の長手方向縁部まで延びない。サイドパ
ネルの弾性要素は、シャーシの１つの長手方向縁部の一部と重なり合ってもよい。
【００５７】
　本発明のサイドパネルは、サイドパネルがその一部である吸収性物品を締着したとき、
脚開口部の一部を形成し得る。本発明のサイドパネルは、着用者の脚の外側表面上に配置
される脚開口部の一部を形成する。シャーシの股部区域は、第１腰部区域および第２腰部
区域と共に、着用者の脚の内側表面上に配置される脚開口部の一部を形成し得る。
【００５８】
　その上、第１腰部区域および第２腰部区域の両方は、着用者の前側および後側腰部領域
上で腰開口部の一部を形成し得る。対照的に、サイドパネルは、着用者のヒップ領域上で
腰開口部の一部を形成し得る。
【００５９】
　サイドパネルの諸構成要素は、ある領域の収縮力は別の領域の収縮力よりもより高いか
またはより低いサイドパネルを提供する有効な方法を決定する、要因の１つに過ぎない。
ある領域の収縮力、および別の領域のより高いかまたはより低い収縮力を有し得るサイド
パネルの例とその形成方法を以下に提示する。
【００６０】
　図４Ａに示すように、一実施形態では、サイドパネル３００は、基材３４０に取り付け
られた複数の弾性要素３３０を包含する弾性要素を含んでもよい。複数の弾性要素３３０
の間隔を変えることにより、サイドパネル３００は、第１収縮力を有する腰部領域３１０
と、より高い第２収縮力を有するヒップ領域３１２とを有し得る。例えば、腰部領域３１
０における複数の弾性要素３３０の各々の間の間隔は、約２ｍｍであってもよく、一方で
ヒップ領域３１２における複数の弾性要素３３０の各々の間の間隔は、約１ｍｍであって
もよい。複数の弾性要素３３０が腰部領域３１０およびヒップ領域３１２において同じ物
理的および化学的特性を有すると仮定するならば、ヒップ領域３１２は、腰部領域３１０
よりもより高い収縮力を有し得る。同様の方法を用いて、異なる収縮力を有する２を超え
る領域を有するサイドパネルを提供してもよいことに留意されたい。
【００６１】
　別の実施形態では、複数の弾性要素の特性を変えることにより、収縮力の多様性を達成
することができる。例えば、図４Ｂに関して検討するように、腰部領域における複数の弾
性要素は、ヒップ領域における複数の弾性要素とは異なる物理的または化学的特性を有し
得る。
【００６２】
　図４Ｂに示すように、サイドパネル３５０は、基材３９０に取り付けられた複数の弾性
要素３８０を含んでもよい。複数の弾性要素３８０の隣り合う要素は、ほぼ等間隔であり
得るが、複数の弾性要素の隣り合うストランドは、ほぼ等間隔である必要はない。多様な
収縮力を有するサイドパネル３５０を提供するために、腰部領域３６０における複数の弾
性要素３８０は、ヒップ領域３７０における複数の弾性要素３８０の断面積よりもより小
さい断面積を有してもよい。例えば、弾性要素が弾性ストランドを含む場合、腰部領域３
６０における複数の弾性要素の断面積は、約０．０３ｍｍ２から約０．１ｍｍ２まで多様
であり得る。対照的に、ヒップ領域３７０における複数の弾性要素の断面積は、約０．１
ｍｍ２超過および約０．４ｍｍ２以下であり、それによりより高い収縮力を有するヒップ
領域３７０を提供し得る。別の例では、弾性要素が弾性フィルムを含む場合、腰部領域３
６０における複数の弾性要素の厚さは、約０．０３ｍｍ（１ミル）から約０．１５ｍｍ（
６ミル）まで多様であり得る。
【００６３】
　図４Ｃに示すように、サイドパネル４００は、基材に取り付けられた第１弾性要素４１
０と、第２弾性要素４１２と、第３弾性要素４１４とを含んでもよい。第１弾性要素４１
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０は、腰部領域４４６内に配置され得る一方、第２および第３弾性要素４１２および４１
４は、ヒップ領域４４８内に配置され得る。第３弾性要素４１４は、第２弾性要素４１２
から第１弾性要素４１０に延び得る。第３弾性要素４１４の存在により、ヒップ領域４４
８は、腰部領域４４６の収縮力よりもより高い収縮力を有し得る。
【００６４】
　別の実施形態では、サイドパネルの部分を異なるパーセンテージのひずみに機械的に活
性化することにより、収縮力の多様性を達成し得る。その各々が複数の歯を含む第１およ
び第２活性化ロール間でサイドパネルを噛合処理することにより、サイドパネルを機械的
に活性化し得る。第１活性化ロールの歯は、第２活性化ロールの歯と噛み合い得る。第１
および第２活性化ロールの歯の係合深さ（第１活性化ロールの歯が第２活性化ロールの歯
と噛み合う深さ）により、サイドパネルが受けるひずみのパーセンテージを決定し得る。
活性化されているサイドパネルの部分に関して、より小さい係合深さ、例えば、より小さ
い歯でより高い収縮力を達成することが可能であってもよい。しかし、より小さい係合深
さまたはより小さいパーセンテージのひずみは、あまり弾性的延伸性でない積層構造体を
もたらし得る。例えば、２００％までひずみを与えられたサイドパネルは、その元の長さ
の最大約３倍まで弾性的に延びることが可能である場合がある。しかし、５００％までひ
ずみを与えられたサイドパネルは、その元の長さの最大約６倍まで弾性的に延びることが
可能である場合がある。
【００６５】
　別の実施形態では、追加の弾性要素を有する領域を提供することにより、収縮力の多様
性を達成し得る。例えば、１つまたは複数の追加の弾性要素がサイドパネルのヒップ領域
に追加されてもよい。別の例では、サイドパネルは、腰部領域とヒップ領域の両方に存在
する弾性要素を含んでもよい。ヒップ領域における収縮力を増大させるために、追加の弾
性要素は、ヒップ領域の収縮力は腰部領域に対して増大するように、ヒップ領域に追加さ
れてもよい。サイドパネルにおいて所望の特性を提供するために、上記の方法のいずれか
が組み合わされてもよいことに留意されたい。
【００６６】
　本発明の弾性要素は、弾性ストランドまたは弾性フィルムを包含してもよい。当該技術
分野において既知のあらゆる好適な弾性フィルムを使用し得る。好適な弾性フィルムは、
ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリオレフィン、スチレン－イソプレン－スチレン、ス
チレン－ブタジエン－スチレン、またはそれらの組み合わせを含んでもよい。弾性フィル
ムのゲージ厚については、先に検討した。フィルムの坪量は、約１０ｇｓｍから約１００
ｇｓｍの範囲であり得る。
【００６７】
　あるいは、または弾性フィルムと併せて、本発明の弾性要素は、弾性ストランドを含ん
でもよい。好適な弾性ストランドは、反発性弾性（resilient elastic）熱可塑性材料で
作製し得る。弾性ストランドは液状弾性体から作製されてもよく、この液状弾性体は、ダ
イを通して押し出され、ストランド弾性体の所望の直径および／または形状を達成する。
押し出された弾性ストランドの形状は、制限されない。例えば、典型的な弾性ストランド
は円形の断面形状を有するが、弾性ストランドは、三葉（trilobal）形状または平坦な（
即ち、「リボン」状の）形状などの異なる形状を有する場合もある。好適な弾性ストラン
ドの形状としては、矩形、円形、楕円形、菱形、三角形、平行四辺形、台形、楔形、若し
くは円または楕円の他の部分、他の多角形、あるいは他の不規則な閉じた形状が挙げられ
る。その上、特定の用途に適応させるために、弾性ストランドの厚さまたは直径を変更し
てもよい。典型的には、弾性ストランドの厚さは、約０．０２ｍｍから約１ｍｍの範囲内
であってもく、また坪量は、約２０ｇ／ｍ２から約３００ｇ／ｍ２の範囲内であってもよ
い。
【００６８】
　弾性ストランドは、別々に基材に付与されてもよく、基材上に押出成形され得、または
基材上に印刷され得る。弾性ストランドを基材上に付与するかまたは弾性ストランドを基



(14) JP 2008-543525 A 2008.12.4

10

20

30

40

50

材上に押出成形するための好適な装置について以下で検討する。弾性ストランドを長手方
向に付与するための装置は、米国特許出願２００４／０２３８１０５　Ａ１および２００
４年４月３０日出願の「エラストマ－不織布積層体を製造するための装置（Apparatus fo
r Producing Elastomeric Nonwoven Laminates）」と題する米国特許出願１０／８３６，
９４４に記載されている。弾性ストランドを横断方向に、長手方向から角度をなして、ま
たは曲線状様式に付与するための装置は、２００４年２月１３日出願の「移動するウェブ
上に横断方向に材料を置く方法（Method of Placing Material Transversely on a Movin
g Web）」と題する米国特許出願１０／７７９，３３８号に記載されている。弾性ストラ
ンドを長手方向に、長手方向から角度をなして、または曲線状様式に付与するための装置
は、２００４年４月２９日出願の「線状運動操作性を有する押出成形アプリケータ（Extr
usion Applicator Having Linear Motion Operability）」と題する米国特許出願１０／
８３４，５３９、および２００４年４月２９日出願の「回転操作性を有する押出成形アプ
リケータ（Extrusion Applicator Having Rotational Operability）と題する米国特許出
願第１０／８３４，５０３号に記載されている。
【００６９】
　弾性要素をいずれかの配向で印刷するための好適な装置および方法は、２００４年３月
２９日出願の「可変伸縮性複合体とその製造方法（Variable Stretch Composites and Me
thods of Making the Composite）」と題する米国特許出願１０／８１１，６７１、およ
び２００４年３月２９日出願の「可変伸縮性複合体とその製造方法（Variable Stretch C
omposites and Methods of Making the Composite）」と題する米国特許出願１０／８１
１，５２７に記載されている。弾性ストランドの印刷に関し、個々の弾性ストランドは、
約２ｍｍ未満および典型的に約１ｍｍ未満の幅を一般的に有する線またはストランドとし
て構成されてもよい。線状弾性ストランドは、約２ｍｍから約２０ｍｍの幅と、約２：１
から約１００：１の範囲のアスペクト比とを一般的に有するバンドとして構成されてもよ
い。典型的には、弾性ストランドの厚さは約０．０２ｍｍから約５ｍｍの範囲であっても
よく、坪量は約２０ｇ／ｍ２から約３００ｇ／ｍ２の範囲である。
【００７０】
　先に検討したように、本発明で利用されるサイドパネルは、積層構造体を含んでもよい
。一実施形態では、サイドパネルは、弾性要素に取り付けられた第１基材および第２基材
を包含する積層構造体を含む。第１基材および第２基材は、弾性層が第１基材と第２基材
の間に挟まれるように、向かい合わせの配向で弾性要素に取り付けられる。
【００７１】
　第１または第２基材は、織布材、不織布材、織布材および不織布材の組み合わせ、また
は織布材若しくは不織布材を有する積層構造体を含んでもよい。本発明により使用するた
めの好適な不織布材は、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、ナイロン、セル
ロース、ポリアミド、またはそのような材料の組み合わせで作製された繊維を含んでもよ
い。１つの材料の繊維、または異なる材料或いは材料の組み合わせの繊維が、不織布に使
用されてもよい。不織布材を製造するための好適なプロセスとしては、スパンボンド、ス
パンボンド・メルトブロウン・スパンボンド（ＳＭＳ）、スパンボンド・メルトブロウン
・メルトブロウン・スパンボンド（ＳＭＭＳ）、カードなどが挙げられる。他の好適な不
織布材としては、高伸長カード（ＨＥＣ）不織布および深活性化（deep activation）ポ
リプロピレン（ＤＡＰＰ）不織布が挙げられる。当該技術分野において既知のいかなるプ
ロセスを使用して、不織布を作製してもよい。
【００７２】
　不織布が使用されるならば、不織布は内部で結合された繊維を含んでもよく、ニードル
パンチ、水流交絡、スパンボンド、熱接着、並びにラテックス接着、粉末接着などの様々
なタイプの化学結合などで結合された繊維が挙げられる。第１不織布および／または第２
不織布の坪量は、例えば、約１０ｇｓｍから約４０ｇｓｍの範囲内であってもよい。
【００７３】
　第１基材、第２基材、および弾性層は、当該技術分野において既知のあらゆる取付け手
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段により取り付けられてもよい。好適な取付け手段および／または取付け方法の幾つかの
例としては、接着剤、粘着剤、熱接着、圧力接着、機械的結合、超音波接着、および／ま
たはこうした材料を取り付けるあらゆる既知の方法のあらゆる組合わせが挙げられるが、
これらに限定されない。
【００７４】
　先に検討したように、前側サイドパネルは、腰開口部および一対の脚開口部が形成され
るように、後側サイドパネルまたはシャーシに付着し得る。前側サイドパネルは、再締着
不可能な仕方で後側サイドパネルまたはシャーシに取り付けられてもよい。あるいは、前
側サイドパネルは、再締結可能な仕方で後側サイドパネルまたはシャーシに取り付けられ
てもよい。前側サイドパネルは、多数の異なる方法で、後側サイドパネルまたはシャーシ
に付着してもよい。例えば、好適な取り付け手段は、接着剤、粘着剤、機械的手段、また
はそのあらゆる組み合わせを利用してもよい。一実施形態では、前側サイドパネルは、タ
ブおよびスロット締結具を介して後側サイドパネルに付着してもよい。別の実施形態では
、前側サイドパネルは、フック・ループまたはフック・フック型締結具を介して後側サイ
ドパネルに取り付けられてもよい。前側サイドパネルを後側サイドパネルまたはシャーシ
に取り付けるための当該技術分野において既知のいずれかの他の手段が、本発明と共に使
用されてもよい。同様に、後側サイドパネルは、上述の取り付け手段のいずれかを利用し
てシャーシに付着してもよい。本発明で利用されてもよい幾つかの好適な締着装置の例が
、米国特許第３，８４８，５９４号、米国特許第Ｂ１　４，６６２，８７５号、米国特許
第４，８４６，８１５号、米国特許第４，８９４，０６０号、米国特許第４，９４６，５
２７号、米国特許第５，１５１，０９２号、米国特許第５，２２１，２７４号、および米
国特許第６，４３２，０９８号、に開示されている。
【００７５】
　先に検討したように、本発明の使い捨て吸収性物品は、多くの異なる要素、例えば、ト
ップシート、バックシート、吸収性コア等を含む。広範な種類の材料を、本明細書で検討
するようなプルオン衣料の異なる要素に使用し得る。例えば、本発明と適合性のある当該
技術分野において既知のあらゆるトップシートを本発明で使用し得る。トップシートに適
した材料は、多孔質発泡体、網状発泡体、有孔のプラスチックフィルム、あるいは天然繊
維の織布または不織布材（例えば、木または綿繊維）、合成繊維（例えば、ポリエステル
またはポリプロピレン繊維）、あるいは天然および合成繊維の組合わせなど、広範囲の材
料から製造されてもよい。一例として、トップシートでの使用に適した材料は、インター
ナショナルペーパー社（International Paper Company）（マサチューセッツ州ウォルポ
ール（Walpole））の一部門、ヴェラテック社（Veratec, Inc.）により、Ｐ－８の表記で
製造されたステープル長のポリプロピレン繊維のウェブを含む。
【００７６】
　好適なトップシートの幾つかの例は、米国特許第３，９２９，１３５号、米国特許第４
，３２４，２４６号、米国特許第４，３４２，３１４号、米国特許第４，４６３，０４５
号、米国特許第５，００６，３９４号、米国特許第４，６０９，５１８号、米国特許第４
，６２９，６４３号にさらに記載されている。トップシートのいずれかの部分を、当該技
術分野で既知のローションでコーティングしてもよい。好適なローションの例としては、
米国特許第５，６０７，７６０号、米国特許第５，６０９，５８７号、米国特許第５，６
３５，１９１号、米国特許第５，６４３，５８８号、米国特許第５，９６８，０２５号、
米国特許第６，７１６，４４１号、およびＰＣＴ公開ＷＯ９５／２４１７３号に記載され
たものが挙げられる。
【００７７】
　さらに、トップシートは、トップシートと吸収性コアの間に空間を提供するように、完
全にまたは部分的に伸縮性があってもよいか、または収縮してもよい。弾性トップシート
または収縮されたトップシートを包含する代表的な構造体は、米国特許第４，８９２，５
３６号、米国特許第４，９９０，１４７号、米国特許第５，０３７，４１６号、および米
国特許第５，２６９，７７５号にさらに詳細に説明される。
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【００７８】
　本発明の使い捨て吸収性物品で使用するための好適なバックシートは、積層構造体を含
んでもよい。例えば、先に検討したように、バックシートは、第１バックシート層と第２
バックシート層と（図２Ｄの品目２４１および２４２参照）を含んでもよい。第２バック
シート層は、液体（例えば、尿）に対して不透過性であり、また例えば、約０．０１２ｍ
ｍ（０．５ミル）から約０．０５１ｍｍ（２．０ミル）の厚さを有する熱可塑性フィルム
のような薄いプラスチックフィルムを含み得る。好適なバックシートフィルムとしては、
トレデガー（Tredegar）社（本拠地バージニア州リッチモンド（Richmond））により製造
され、商標名ＣＰＣ２フィルムとして販売されるものが挙げられる。第１バックシート層
または第２バックシート層は、プルオン衣料から蒸気を逃がす一方で、排出物がバックシ
ートを通過することを尚も防ぐ通気性材料を包含してもよい。好適な通気性材料としては
、織布ウェブ、不織布ウェブ、フィルムコーティングされた不織布ウェブのような複合材
料、三井東圧（Mitsui Toatsu Co.）（日本）によりＥＳＰＯＩＲ　ＮＯの表記で製造さ
れるものおよびトレデガー（Tredegar）社（バージニア州リッチモンド（Richmond））に
より製造されてＥＸＡＩＲＥの表記で販売されるもののようなミクロ孔質フィルム、並び
にクロペイ社（Clopay Corporation）（オハイオ州シンシナティ（Cincinnati））により
ＨＹＴＲＥＬブレンドＰ１８－３０９７の名称で製造されるもののようなモノリシックフ
ィルムなどの材料を挙げてもよい。幾つかの通気性複合材料が、ＰＣＴ特許出願ＷＯ９５
／１６７４６、米国特許第５，９３８，６４８号、米国特許第５，８６５，８２３号、お
よび米国特許第５，５７１，０９６号にさらに詳細に記載されている。
【００７９】
　バックシートまたはそのいかなる部分も、一方向以上に弾性的延伸性であってもよい。
一実施形態では、バックシートは、構造的弾性様フィルム（「ＳＥＬＦ」）ウェブを含ん
でもよい。構造的に弾性様のフィルムウェブは、追加の弾性材料を用いずに伸長の方向に
おいて弾性様挙動を示す延伸性材料であり、米国特許第５，５１８，８０１号にさらに詳
細に説明される。代替実施形態では、バックシートは、弾性フィルム、発泡体、ストラン
ド、若しくは、それらまたは他の好適な材料と不織布若しくは合成フィルムとの組み合わ
せを含んでもよい。
【００８０】
　本発明で使用するための好適な吸収性コアは、一般に圧縮性で、適合性があり、着用者
の皮膚に対して刺激がないと共に、尿およびその他のある種の排泄物などの液体を吸収し
て保持できる、いかなる吸収性材料をも含んでもよい。加えて、吸収性コアの構成および
構造はまた、変化してもよい（例えば、吸収性コア（単数若しくは複数）または他の吸収
性構造体（単数若しくは複数）は、変化するキャリパーゾーン、親水性の勾配（単数若し
くは複数）、超吸収性の勾配（単数若しくは複数）、またはより低い平均密度およびより
低い平均坪量の獲得区域を有してもよく、または１つ以上の層若しくは構造を含んでもよ
い）。吸収性コア用として使用するための好適な吸収性構造体が、米国特許第４，６１０
，６７８号、米国特許第４，６７３，４０２号、米国特許第４，８３４，７３５号、米国
特許第４，８８８，２３１号、米国特許第５，１３７，５３７号、米国特許第５，１４７
，３４５号、米国特許第５，３４２，３３８号、米国特許第５，２６０，３４５号、米国
特許第５，３８７，２０７号、および米国特許第５，６２５，２２２号に記載されている
。
【００８１】
　バックシートは、当該技術分野において既知の取付け手段によって、トップシート、吸
収性コア、または使い捨て吸収性物品のいずれか他の要素に、取り付けられてもよい。取
付け手段としては、例えば、接着剤の均一な連続層、接着剤の模様付き層、または接着剤
の分離線、らせん、若しくは点の配列を挙げてもよい。幾つかの好適な取り付け手段が、
米国特許第４，５７３，９８６号、米国特許第３，９１１，１７３号、米国特許第４，７
８５，９９６号、および米国特許第４，８４２，６６６号に開示されている。好適な接着
剤の例は、Ｈ．Ｂ．フラー社（H. B. Fuller Company）（ミネソタ州セントポール（St. 
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Paul））により製造され、ＨＬ１６２０およびＨＬ－１３５８－ＸＺＰとして市販されて
いる。或いは、取付け手段は、熱接着、圧力接着、超音波接着、動的機械的結合、または
当技術分野で既知のいずれか他の好適な取付け手段、またはこれら取付け手段の組み合わ
せを含んでもよい。
【００８２】
　様々な副層が、トップシートとバックシートの間に配置されてもよい。副層は、排泄物
を受容する、貯蔵する、または不動化することのできるいかなる材料または構造体であっ
てもよい。従って副層は、単一材料、または相互に作動的に関連する多くの材料を包含し
てもよい。さらに、副層は、プルオン衣料の他の要素と一体であることも、使い捨て吸収
性物品の１以上の要素と直接的に若しくは間接的に取り付けられた１以上の別々の要素で
あることもある。さらに、副層は、吸収性コアから分離した構造体を包含してもよく、ま
たは、吸収性コアの少なくとも一部を包含するかまたは一部であってもよい。
【００８３】
　副層として使用するのに好適な材料としては、大型連続気泡発泡体、マクロ孔質耐圧縮
不織布嵩高品、連続気泡発泡体および閉塞気泡発泡体の大型サイズ粒子状成形物（マクロ
および／またはミクロ孔質）、嵩高不織布、ポリオレフィン、ポリスチレン、ポリウレタ
ン発泡体または粒子、多数の垂直配向のループ状繊維ストランドを含む構造体、打ち抜き
穴または窪みを有する上述の吸収性コア構造体などを挙げてもよい。（本明細書で使用す
るとき、用語「ミクロ孔質」とは、毛管現象により流体を移送できる材料を指す。用語「
マクロ孔質」とは、孔が大きすぎて流体の毛管移送ができない材料を指し、一般に直径が
約０．５ミリメートルよりも大きい孔を有し、より厳密には、直径が約１．０ミリメート
ルより大きい孔を有する。）副層の一実施形態としては、ＸＰＬ－７１２４として３Ｍ社
（ミネソタ州ミネアポリス（Minneapolis））から入手可能な、約１．５ミリメートルの
非圧縮厚さを有する機械的に締結するループランディング要素が挙げられる。別の実施形
態は、１平方メートル当たり１１０グラムの坪量および７．９ミリメートルの非圧縮厚さ
を有する６デニールのけん縮され、樹脂結合された嵩高不織布を包含し、その材料は、グ
リット社（Glit Company）（ジョージア州レンス（Wrens））から入手できる。他の好適
な吸収性および非吸収性の副層が、米国特許第６，６８０，４２２号および米国特許第５
，９４１，８６４号に記載されている。さらに、副層またはそのいずれかの部分は、ロー
ションまたは他の既知物質が包含されるか、またはコーティングされて、その要素の性能
または他の特性を追加、強化、または変化させてもよい。
【００８４】
　使い捨て吸収性物品は、液体および他の排泄物の封入性を改善するレッグカフをさらに
含んでもよい。レッグカフはまた、レッグバンド、サイドフラップ、バリアカフ、または
弾性カフと呼ばれる場合もある。本発明のプルオン衣料で利用できるレッグカフの例は、
米国特許第３，８６０，００３号、米国特許第４，８０８，１７８号、米国特許第４，９
０９，８０３号、米国特許第４，６９５，２７８号、および米国特許第４，７９５，４５
４号に提示されている。幾つかの実施形態では、レッグカフの全てまたは一部を、それが
遭遇する糞便物質の硬さを増加させるかまたは低減させるローションまたは糞便改質剤で
処理するのが望ましい場合がある。
【００８５】
　本発明の実施形態は、また、排泄物を受取り封入するためのポケット、排泄物のための
空隙を提供するスペーサー、物品内での排泄物の移動を制限するためのバリア、プルオン
衣料内に堆積された排泄物質を受容し封入する隔室もしくは空隙など、またはこれらのあ
らゆる組み合わせを包含してもよい。吸収性製品で使用するためのポケットおよびスペー
サーの例が、米国特許第５，５１４，１２１号、米国特許第５，１７１，２３６号、米国
特許第５，３９７，３１８号、米国特許第５，５４０，６７１号、米国特許第６，１６８
，５８４号、米国特許第５，３０６，２６６号、および米国特許第５，９９７，５２０号
に記載されている。吸収性物品における隔室または空隙の例が、米国特許第４，９６８，
３１２号、米国特許第４，９９０，１４７号、米国特許第５，０６２，８４０号、および
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米国特許第５，２６９，７５５号に開示されている。好適な横方向バリアの例が、米国特
許第５，５５４，１４２号、ＰＣＴ特許ＷＯ９４／１４３９５、および米国特許第５，６
５３，７０３号に記載されている。低粘性糞便の管理に好適な他の構造体の例が、米国特
許第５，９４１，８６４号、米国特許第５，９７７，４３０号、および米国特許第６，０
１３，０６３号に開示されている。
【００８６】
　本発明の実施形態は、獲得層およびダスティング層を包含してもよく、その各々が当該
技術分野において周知である。獲得層は、米国特許第５，４６０，６２２号にさらに検討
されている。ダスティング層は、米国特許第４，８８８，２３１号にさらに検討されてい
る。
【００８７】
　試験方法：
　吸収性物品の一部の収縮力を決定するための試験方法が以下に提示される。
　必要機器：
　１．インストロン・エンジニアリング社（Instron Engineering Corp.）（マサチュー
セッツ州カントン（Canton））からモデル番号４２００、４３００、４５００、または５
５００シリーズとして入手可能な引張り試験機を使用する。引張り試験機は、試験パラメ
ータを制御し、データ取得および計算を行い、グラフおよびデータ報告を提供する、イン
ストロン（Instron）（登録商標）メルリン（Merlin）（商標）材料試験ソフトウェアを
搭載したコンピュータに接続されることに留意されたい。
　２．測定される力がロードセルの容量の２０％から８０％の間、または使用される荷重
範囲となるように、ロードセルを選定する。ロードセルはまた、ロードセルがＡＳＴＭ　
Ｅ－４の仕様に合うように選定される。
　３．試料よりも幅の広い軽負荷つかみ具を引張り試験機で使用する。典型的には、幅２
．５４ｃｍ（１インチ）のゴム被覆された面接触グリップを使用する。グリップは、空気
作動され、試験応力方向に対して垂直な平面に沿ってグリップ力全体が集中するように設
計される。空気式グリップの空気圧を０．４１ＭＰａ（６０ｐｓｉ）に設定する。
　４．国立標準局（National Bureau of Standards）にトレーサブルである精確なルーラ
を使用する。
　５．はさみ１丁または他の切断器を使用する。
【００８８】
　試料の準備および試料の試験に係る諸工程の全ては、特に注記のない限り、２３．０℃
±１．０℃の制御された環境および５０％±２．０％の相対湿度で行われる。準備された
全ての試料を、試験前に２時間に亘ってこの制御された環境内で平衡させる。
【００８９】
　機器の準備：
　１．製造業者の説明書に従って引張り試験機を較正する。
　２．引張り試験機のゲージ長を２０ｍｍに設定する。
　３．引張り試験機のクロスヘッドが５０８ｍｍ／分で移動するように設定する。
　４．第１周期での負荷を重量グラムで、第２周期での負荷を重量グラムで、下方向にお
ける第２周期中の５０％ひずみでの負荷を重量グラムで記録するように、上記のメルリン
（Merlin）（商標）材料試験ソフトウェアを設定する。
　５．引張り試験機が試料の試験中に次の諸工程を経るように設定する。
　ａ．１２．７ｍｍ／分のクロスヘッド速度で５．０グラムの予荷重を行う。
　ｂ．試料を２００．０％の伸びまで引張る、即ち、（試料はその元の長さの３倍となる
べきである）。この伸びを３０秒間保つ。
　ｃ．試料を０％の伸びに戻して６０秒間保つ。
　ｄ．工程ｂを繰り返す。
　ｅ．試料を０％の伸びに戻す。
【００９０】
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　試料の準備：
　図５に関して、以下に提示された試料のゲージ長は、使い捨て吸収性物品５００の横方
向中心線５９０に対して概ね平行に伸びる。
　１．全ての必要な試験を実施するために、吸収性物品の小売包装から十分な代表的吸収
性物品を選定する。
　２．図５に示すように、使い捨て吸収性物品５００から試料を準備する。前側腰部試料
５０７、後側腰部試料５０９、腰部領域試料５１１、およびヒップ領域試料５１３を作る
。吸収性物品が弛緩状態にある間に、それら各々の吸収性物品から全ての試料を作ること
に留意されたい。１を超える腰部領域試料および１つのヒップ領域試料を作る必要がある
場合もあることにも留意されたい。
　４．使い捨て吸収性物品５００の長手方向軸線に対して平行な第１のしるし５２０を付
ける。第１のしるし５２０により前側腰縁部５５０および後側腰縁部５５１を二分する（
２つの等しい部分に切る）ように、第１のしるし５２０を描く。前側腰縁部５５０は、第
１外縁５６０から第２外縁５６１に延びることに留意されたい。同様に、後側腰縁部５５
１は、第３外縁５６２から第４外縁５６３に延びる。
　５．使い捨て吸収性物品５００の横方向中心線５９０を位置決めする。
　６．前側腰部区域５０６から前側腰部試料５０７を切り取る。前側腰部試料５０７は、
２０ｍｍのゲージ長および１０ｍｍの長手方向寸法を有する。第１のしるし５２０は、前
側腰部試料５０７のゲージ長を二分する。長手方向寸法は、前側腰縁部５５０から始まる
。
　７．後側腰部区域５０８から後側腰部試料５０９を切り取る。後側腰部試料５０９は、
２０ｍｍのゲージ長および１０ｍｍの長手方向寸法を有する。第１のしるし５２０は、後
側腰部試料５０９のゲージ長を二分する。長手方向寸法は、後側腰縁部５５１から始まる
。
　８．サイドパネルの伸縮部材の内側縁部５２５を位置決めする。伸縮部材が複数の弾性
ストランドを含む場合、内側縁部５２５は、複数の弾性ストランドに関する平均の内側端
点である。
　９．サイドパネルの伸縮部材の外縁を位置決めする。例えば、伸縮部材は、外縁に沿っ
てサイドパネルの基材と境界線を共にしていてもよい。例えば、先に規定したように、場
合によっては第３外縁５６２を外縁として使用することができる。
　１０．内側縁部５２５と第３外縁５６２の間の距離を後側腰縁部５５１に沿って二分す
るように、サイドパネル上に第２のしるし５２２を付ける。第２のしるし５２２は、内側
縁部５２５と第３外縁５６２の間の距離を内側縁部５２５の長手方向長さに関して二分す
る。
　１１．２０ｍｍのゲージ長および１０ｍｍの長手方向寸法を有する腰部領域試料５１１
を切り取る。第２のしるし５２２は、腰部領域試料５１１のゲージ長を二分する。長手方
向寸法は、後側腰縁部５５１から始まる。
　１２．第３外縁５６２から内側縁部５２５に延びて内側縁部５２５を二分する、横方向
中心線５９０に対して平行な第３のしるし５２３を付ける。
　１３．２０ｍｍのゲージ長および１０ｍｍの長手方向寸法を有するヒップ領域試料５１
３を切り取る。第２のしるし５２２はゲージ長を二分する一方、第３のしるし５２３は長
手方向寸法を二分する。
　１４．試料集団が、図３に関して先に検討したように脚部領域を包含するならば、内側
縁部５２５に沿って後側腰縁部５５１から距離７０ｍｍを測定する。後側腰縁部５５１か
ら７０ｍｍである内側縁部５２５上の地点にて、内側縁部５２５から第３外縁５６２まで
横方向中心線５９０に対して平行な第４のしるし５２７を付ける。
　１５．２０ｍｍのゲージ長および１０ｍｍの長手方向寸法を有する脚部領域試料５１５
を切り取る。第２のしるし５２２はゲージ長を二分する一方、第４のしるし５２７は長手
方向寸法を二分する。
　１６．必要であれば、後側腰縁部５５１の代わり前側腰縁部５５０を用いて、吸収性物



(20) JP 2008-543525 A 2008.12.4

10

20

30

40

品５００に包含される全てのサイドパネルに関して工程８から１５を繰り返す。
【００９１】
　試料の試験：
　１．試験されるべき試料の一方の端部を底部つかみ具内に据え付け、試験されるべき試
料の他方の端部を頂部つかみ具内に据え付ける。
　２．製造業者の説明書により説明されているように、引張り試験機とデータ収集装置を
同時に始動する。試験中ずっとデータを収集する。
　３．引張り試験機が機器の準備の項の工程５ｅを終えたら、引張り試験機から試料を取
り除く。
　４．次の試料に備えて、引張り試験機のクロスヘッドを開始位置に戻す。
　５．試験する必要のある試料の全てに関して、工程１から４を繰り返す。
　６．データを分析して、第２周期の下降方向において５０％のひずみで負荷を決定する
。
【００９２】
　本発明の「発明を実施するための最良の形態」で引用したすべての文献は、関連部分に
おいて本明細書に参考として組み込まれるが、いずれの文献の引用も、それが本発明に対
する先行技術であることを容認するものと解釈されるべきではない。この文書における用
語のいずれかの意味または定義が、参考として組み込まれる文献における用語のいずれか
の意味または定義と対立する範囲については、本文書におけるその用語に与えられた意味
または定義を適用するものとする。
【００９３】
　本発明の特定の実施形態について説明し記載したが、この発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変更可能であることはこの技術に精通したものなら言うまでもない。したがって、
本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更および修正を、添付の特許請求の範囲で扱
うものとする。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１Ａ】本発明により構成されたパンツを示す。
【図１Ｂ】平らな非収縮状態（即ち、弾性により生じる収縮がない）における図１Ａのパ
ンツを示す部分切欠図。
【図２Ａ】切断線２Ａ－２Ａを通して見た図１Ｂのパンツを示す組立て分解断面図。
【図２Ｂ】本発明により構成されたパンツの他の実施形態を示す誇張された断面図。
【図２Ｃ】本発明により構成されたパンツの他の実施形態を示す誇張された断面図。
【図２Ｄ】本発明により構成されたパンツの他の実施形態を示す誇張された断面図。
【図３】本発明により構成されたパンツを示す部分切欠図であり、パンツは、平らな非収
縮状態（即ち、弾性により生じる収縮がない）で示される。
【図４Ａ】本発明により構成されたサイドパネルを示している。
【図４Ｂ】本発明により構成されたサイドパネルを示している。
【図４Ｃ】本発明により構成されたサイドパネルを示している。
【図５】試験目的のための複数の試料位置を示す使い捨て吸収性物品の平面図。
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